
題

育

論

調

毎

月

宇

目

型

行

耳
鳴
ヤ
セ
苦
鋸
=
現
閣
制
十
三
年
八
月
-
臼
盟
仔

犬
正
四
年
六
月
ニ
す
-
日
第
三
碍
禽
便
物
認
可
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議

論

貨
幣
は
被
覆
な
り
や
:
:
・
:
j
i
f
-
-
i
i
j
i
-
-
:
・
:
:
文
筆
博
士
高

日
本
因
民
経
済
の
根
本
性
格
i
l
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
湾
問
事
博
士
石

統

計

機

関

論

・
:
:
j
i
-
-恥

j
i
t
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
堅
持
皐
博
士
蜂

時

論

壇
葉
貿
易
制

FEr-amzzに
就
い
て

:-Ei--
経
費
十
博
士
谷

研

究

泊

料

副

社

論

経

消

却

す

、

日

本

因

民

主

去

、

理
論
経
済
皐
と
の
聞
の
距
離

AFi--ji---
鯉
健
筆
士
柴

支
那
経
済
に
於
け
る
銀
の
地
位
i
j
i
-
-
j
i
-
-
-
-
経
済
皐
士
徳

ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
皐
化
の
問
題
a
z
i
-
-
i
;
:
経
済
事
士
吉
円

近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構
-
j
i
-
-
i
j
i
t
-
-
-
:
・
:
:
経
済
問
棋
士
住

読

苑

費
本
及
び
資
本
形
成
理
論
の
二
元
性
・
:
・
・
j
i
-
-
:
経
済
皐
士
中

ド
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
、
村
落
と
田
舎
共
同
盟
j
i
-
-
:
・
経
済
事
士
宮

附

鋒

叢

一一一

葉

報

外
困
難
誌
論
題

韓

戦

田JII JII 口
回
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谷

本

又
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資
本
及
び
資
本
形
成
理
論
山
二
元
性

中

谷

賀

序

資
本
制
経
桝
の
理
論
と
し
℃
最
も
市
川
背
な
る
川
似
を
い

L

け
む
る

も
の
は
資
本
瑚
論
並
ぴ
に
資
本
形
成
の
川
内
酬
で
あ
勺
て
、
日
取
紅

の
貨
幣
四
四
論
景
気
理
論
も
亦
一
専
ら
此
れ

K
恭
い
て
組
立
て
ら
れ

て
ゐ
る
も
の
と
言
っ
て
差
支
・
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
資
本
制

経
済
は
貨
幣
経
柑
円
で
あ
り
市
場
経
碑
円
で
あ
る
が
故
に
、
共
庭
に

は
必
然
的
に
自
然
経
済
的
乃
至
貨
物
経
済
的
な
る
同
と
、
貨
幣

経
済
的
左
る
薗
と
の
二
つ
の
商
が
考
へ
ら
る
可
く
、
従
っ
て
資

本
理
論
及
び
資
本
形
成
理
論
も
亦
自
然
経
済
的
ル
至
貸
物
絞
消

的
に
考
察
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
貨
幣
経
済
的
に
も
考
察
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
印
ち
資
本
及
び
資
本
形
成
の
川
崎
九
州
は
一
一
定
的

陀
考
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
れ
が
一
面
的
な
る
考
察
は

資
本
及
び
資
本
形
成
理
論
の
二
一
万
悦

り
の

* 離
は:
丘b
(/) 

問
題
を

居
困
難
な
ら
し
め
る

も
の
で
あ
る。

Alexius Boer: Kapitaltheorie und K叶)Italbildung (Jahrb. f. Nationalδ. u. 
Stati，tik， s<1. 147， lIeft. 1. S. 28. 

北
ハ
の
何
れ
の
方
法
に
従
ふ
に
せ
よ
充
分
な
る
解
答
を
阻
(
ふ
る
も

の
で
は
無
〈
、
殊
に
貨
幣
経
済
の
自
然
経
済
乃
五
貨
物
経
済
よ

然
ら
ば
従
来
此
の
問
題
は
如
何
に
取
扱
は
れ
て
来
た
か
、
詳

言
せ
ば
資
本
現
論
及
び
資
本
形
成
理
論
は
自
然
経
済
乃
至
貨
物

経
情
的
考
察
と
貨
幣
経
済
的
考
察
と
を
如
何
に
調
和
せ
ん
と
し

た
か
。
此
の
拙
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
此
の
問
題
に
闘
す
る
無

待
な
る
論
争
中
一
避
け
制
作
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
放
に
、

A
E
-
:

ご

-
f
一
一
歩
こ
よ
ヒ
h
m
一』』刀に，、
J
1
t
y当
H
E
L
-
-
L
L
L

言広一
3
4一一、

(
ヰ
コ

7
ド
タ
川

v
t
T
H刈
ぺ

Z
1
b
v付
ド

5
.
H
止
庁
古
述
書

を
加
へ
る
事
と
す
る
。

資
本
理
論
の
二
元
性

資
本
概
念
に
つ
い
て
は
、
従
来
此
れ
を
物
質
的
に
解
す
る
も

の
と
非
物
質
的
に
解
す
る
も
の
と
の
聞
に
激
し
き
論
争
が
繰
返

さ
れ
て
来
た
が
、
現
時
の
市
場
経
械
に
印
し
て
言
へ
ば
賓
物
経

済
的
-
な
る
資
本
理
論
と
貨
幣
経
済
的
在
る
資
本
理
論
と
の
針
立

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
資
本
を
以
て
「
生
産
せ
ら
れ

た
る
生
産
手
段
」
と
な
し
、

又
は
資
本
財
或
は
中
間
生
産
物
等

第
四
十
七
巻

二
九
五

第

挽

寸z



資
本
及
び
資
本
形
成
理
論
の
二
一
冗
性

を
呼
ぶ
も
の
は
前
者
に
嵐
し
、
資
本
を
以
て
抽
象
的
な
る
貨
物

額
と
し
或
は
共
の
購
買
力
た
り
と
す
る
説
は
す
後
者
に
胤
す
る
。

然
る
に
斯
か
る
一
面
的
な
る
資
本
概
念
の
説
明
を
排
ず
る
時

に
は
雨
者
の
聞
に
折
衷
的
な
る
川
叫
ん
州
が
求
め
ら
れ
ね
ば
た
ら

中
、
或
は
吏
忙
一
つ
の
上
位
概
念
を
求
め
て
札
刊
の
下
に
貨
物
経

桝
的
た
る
資
本
概
念
、
ac
貨
幣
粧
情
的
、
な
る
資
本
概
念
と
を
針
立

惜
し
め
る
事
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
斯
か
る
試
み
は
未
だ
充
分
に

完
成
せ
ら
れ
や
し
て
、
謂
は
Y
混
合
概
念
た
る
に
終
る
揚
合
が

多
い
の
で
あ
る
。
即
ち
例
へ
ば
、

一
方
に
於
て
貨
幣
賃
銀
を
以

て
貨
幣
資
本
の
構
成
分
子
と
注
し
他
方
に
於
て
生
存
資
料
資
源

の
一
部
を
以
て
此
れ
に
針
癒
す
る
所
の
貨
物
資
本
と
た
し
、
此

等
の
上
位
概
念
と
し
て
資
本
怠
る
概
念
を
考
へ
る
事
も
強
ち
不

可
能
で
は
・
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
揚
合
に
は
資
本

の
二
軍
一
計
算
が
行
は
れ
る
詩
で
あ
っ
て
、
貸
借
割
問
表
に
例
を

借
れ
ば
、
共
の
借
方
と
貸
方
と
が
一
致
す
る
が
如
く
に
此
の
資

本
の
一
一
重
計
算
が
常
に
百
%
に
一
致
し
仰
る
な
ら
ば
、
斯
か
る

資
本
概
念
も
亦
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
事
貨
上
、
資
本

の
問
題
に
於
て
は
財
の
側
と
貨
幣
の
側
と
は
唯
一
部
分
に
於
て

第
凶
十
七
巻

二
九
六

第

却主

i'-

の
み
卒
行
的
に
獲
展
し
得
る
の
み
で
全
両
的
な
る
一
致
を
見
得

泣
い
が
故
忙
、
此
の
思
に
於
て
斯
か
る
混
合
的
資
本
概
念
は
大

な
る
デ
イ
シ
レ

Y
K
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
ロ

n
一

所
く
て
、
資
本
理
論
の
二
一
冗
性
を
解
決
す
可
き
唯
一
の
迫
は

所
詔
同
州
能
的
資
本
迎
論
で
あ
っ
て
、
此
れ
こ
そ
資
本
の
質
物
経

事

-
h
U
4
5
主
主
主
主

3
E年・
9
与
害
コ
二

E
一一

E
』

J

、

~由
v
H
d
}
E
F
1
t
d
E曲
叶
最
有

z
H
4
J
9
4
F
J
イ
れ
十
」
9

一ロく

干支
k 

雑
多
の
形
態
を
以
て
現
は
れ
る
線
ゆ
る
資
本
問
題
に
受
賞
す
ぺ

き
も
の
と
言
は
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
斯
か
る
資
本
理
論
を
唱

ふ
る
も
の
と
し
て
は
ジ
ュ
l
デ
ン
ホ
ル
へ
ト
及
び
へ
ル
ラ
い
が

象
げ
ら
る
可
く
、
前
者
は
資
本
を
以
て
所
得
獲
得
の
震
の
財
産

高
と
し
、
そ
れ
は
時
に
よ
り
て
共
の
形
態
を
費
へ
る
も
の
と
言

ふ
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
資
本
を
以
て
一
の
経
済
カ
ム
」
た
し
、

斯
か
る
力
が
交
換
力
に
よ
り
て
財
の
所
有
を
可
能
な
ら
し
め
る

と
見
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
資
本
概
念
の
二
一
花
性
は
、
資
本
の
職
能
を
強
調
す

る
事
に
よ
り
て
一
腹
解
決
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
且
つ
資
本
理
論
と
し
て
は
斯
か
る
一
元
的
た
る
解
樺
が
笠

ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
斯
か
る
資
本
概
念
と
マ
ッ
チ
す
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可
き
資
本
形
成
理
論
が
存
布
す
る
か
。
+
引
に
漣
ぶ
る
が
如
く
に
、

資
本
形
成
理
論
は
先
づ
貨
幣
経
済
的
な
る
節
約
明
論
よ
b
初
ま

る
も
の
が
多
く
、
次
で
生
産
過
程
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
る

が
、
議
後
に
生
産
の
結
果
を
判
定
す
る
に
は
債
絡
桃
成
と
云
ふ

貨
幣
経
済
的
現
象
を
以
て
す
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
而
し

て
斯
か
る
資
本
形
成
迎
論
の
行
き
方
が
今
向
資
本
の
二
元
的
解

棒
が
一
般
に
行
は
れ
る
事
費
に
興
っ
て
力
め
る
も
の
と
考
へ
ら

れ
る
の
守
あ
る
。

一
品
、
資
ホ
形
成
の
源
泉
と
貨
幣
的
膝
擦

突
に
資
本
形
成
の
渇
程
を
説
明
す
る
も
の
を
概
仰
す
る
に
、

其
の
根
本
思
想
に
於
て
は
賓
物
経
済
的
・
な
る
考
察
に
よ
る
も
の

も
あ
れ
ど
、
先
づ
一
般
に
は
貨
幣
経
済
的
な
る
考
察
上
り
山
荘
は

ず
る
を
常
と
し
て
ゐ
る
、
例
へ
ば
レ
プ
ケ
の
如
き
も
各
種
の
資

(表一策)
"ーー~、

、、
望号貨 養自
本幣 本然
形紐 形経

成済 成済
的的

〆'一ーー」一一、
4. 3. 2. 1目

貨 財企節
!if政'lA

詩的主主
的資本
資 t 形
木ふ成
形貯

成成
、ーーー~ー

養強
本制
7fan包
成

車(>J

費
本
及
び
費
本
形
成
想
論
白
二
一
克
性

本
形
成
の
根
似
を
第
一
次

ω
如
く
に
表
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
表
中
の
自
然
経
消
的
資
本
形
成
は
全
然
無
副
せ
ら

れ
て
ゐ
る
誇
で
は
な
い
が
、
今
日
で
は
農
業
に
於
て
の
み
共
の

重
要
性
を
認
め
得
る
に
過
ぎ
守
し
て
、
市
場
経
済
に
於
て
は
専

ら
貨
幣
経
消
的
資
本
形
成
の
事
要
な
る
所
以
が
強
調
せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
資
本
形
成
の
川
崎
論
に
於
て
は
、
何
故
に
-
質
物
粧
桝
的

考
察
に
よ
り
て
北
ハ
の
慨
念
が
釘
立
て
ら
れ
や
専
ら
貨
幣
経
済
的

引

41h後
よ

U
川
後
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
ら
か
。
そ
れ
は
-
つ
に

は
、
資
本
形
成
に
於
て
信
刑
の
僻
む
役
割
の
徐
り
に
も
大
在
る

事
に
も
よ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
他
方
K
は
、
偲
令
資
本
形
成
の

理
論
を
生
産
よ
り
初
め
る
立
場
に
於
て
も
、
自
然
経
済
の
如
何

-
在
る
部
分
に
於
け
る
節
約
が
質
物
資
本
の
形
成
を
可
能
な
ら
し

め
る
も
の
で
あ
る
か
が
、
判
然
と
指
示
せ
ら
れ
得
-
泣
い
事
に
求

め
ら
れ
ね
ば
友
ら
自
の
で
あ
る
。
叉
現
賓
の
問
題
と
し
て
も
、

資
本
形
成
の
最
初
の
刺
戟
が
貨
幣
経
済
的
現
象
に
あ
る
事
は
否

定
し
難
く
、
第
一
表
の
第
二
に
示
さ
れ
る
が
如
き
貨
幣
経
済
的

現
象
に
骨
拾
い
て
寅
物
経
済
的
意
味
に
於
る
資
本
の
形
成
も
行
は

第
四
十
七
巻

九
七

第

披

九
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資
本
及
び
資
本
形
成
瑚
論
白
二
元
性

る
の
れ
得
で
あ
る
。

右
の
如
く
資
本
形
成
迎
論
は
専
ら
貨
幣
絞
神
的
考
純
一
』
よ
り
川

獲
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
最
後
迄
専
ら
貨
幣
経
術
的

事
象
の
み
に
終
始
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
多
〈
の
揚
A
口

に
主
産
過
程
佐
考
慮
し
少
く
共
投
資
所
勤
を
其
の
依
件
と
す
る

の
で
あ
る
。
即
ち
ボ
エ
ア
の
如
合
も
、
節
約
に
よ
る
読
本
形
成

め
段
階

l
¥
企
業
の
資
本
形
成
の
段
階
と
K
つ
い
て
‘
第
三
奈

及
び
第
四
去
の
二
表
を
泉
げ
て
ゐ
る
が
、
仰
れ
に
於
て
も
第
二

段
階
以
後
に
於
で
は
生
産
過
程
及
び
投
資
を
問
題
と
し
て
ゐ
る

(表三三第)
本節
形約
成に
のよ
E量る
階費一、

(2) (l) 

銀節
行約
f言 1

Jfj '!!f 
I ;1ζ 
生化
産 !

]j， 
貸金
付利
平リ 二子。)

子

『
山
川
師
約
資
本
化

l
預
金
利
子

}
「
一
一
一
非
イ
シ
戸
レ
的
↑
問
団
桁
州
側
引
生
成

焦

点

企

業

的

資

本

形

成

)

(

(

州

企

業

削

引

ll
投
資

酬
の
段
階

4

p

G

一
コ
貨
幣
政
策
的
(
的
附
加
的
信
用
l
永
久
的
待
機

F
'

二、
f
d〆
7

レ
申

L

生
産
貸
付
利
子

(
f
，
:
目
、
(
向
企
業
白
飾
約

l
投
資

円

己

金

融

、
J 
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の
で
め
っ
て
、
各
段
階
の
最
後
が
卸
金
利
子
・
貸
付
利
ヲ
及
び

投
資
(
貨
幣
的
)
と
な
っ
て
貨
幣
粧
神
的
事
象
を
示
し
て
ゐ
る
事

に
一
作
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

而
し
て
が
節
約
が
白
夜
的
に
行
は
れ
る
に
せ
よ
或
は
強
制
的

に
行
は
れ
る
に
せ
よ
、

何
れ
の
場
合
に
於
て
も

一
方
に
は
消
費

の
断
念
と
他
方
に
は
貨
幣
旧
吃
の
飴
利
と
在
来
す
事
は
明
白
で
あ

っ
て
、
裁
に
貨
幣
退
臓
の
問
題
が
生
じ
、
此
の
貨
幣
退
臓
が
資

本
形
成
の
妨
害
と
な
ら
ざ
る
か
否
か
の
問
題
が
起
る
で
あ
ら
う
。

斯
く
て
、

ボ
エ
ア
は
ロ
バ

I
ト
ソ
ジ
及
び
ケ
イ
y
ズ
等
所
謂
ケ

ム
ブ
リ
ツ
デ
曲
目
午
抵
の
退
蔵
理
論
吉
局
長
口
同
ム

F
2
5
を
検
討
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
詳
細
の
黙
は
此
庭
に
取
上
げ
て
蓮
ぺ
る

だ
け
の
債
値
が
無
い
。
一
安
す
る
に
彼
も
亦
ズ
コ

l
デ
ン
ホ
ル
ス

ト
に
倣
っ
て
銀
行
へ
の
預
会
を
線
で
資
本
貯
蓄

同

-Emと
見
倣
し
、
此
の
貯
蓄
が
資
本
市
相
場
へ
投
下
せ
ら
れ
な
い

同
内
m
w
同
》
宮
山
一

05-oa

な
ら
ば
資
本
列
臓
の
健
れ
が
あ
る
が
、
斯
か
る
際
に
は
貯
蓄
資

本
の
読
谷
投
資
が
大
な
る
蓋
然
率
を
有
す
る
所
よ
り
、
退
裁
も

亦
資
本
形
成
の
妨
守
と
な
ら
ざ
・
る
所
以
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

a. a. O. S. 36 
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右
の
如
く
資
本
形
成
の
坦
論
は
、
概
ね
貨
幣
経
術
的
視
察
よ

り
川
政
し
て
後
に
貨
物
経
済
的
観
察
を
混
へ
以
て
雨
方
面
の
考

察
を
調
和
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
こ
一
花
的
在
る

考
察
の
調
和
が
資
本
川
立
一
川
に
於
け
る
二
元
的
友
る
考
察
と
互
に

閥
物
し
合
ふ
可
き
は
一
一
一
回
ふ
迄
も
友
き
所
で
あ
る
。

四

静
態
的
資
本
形
成
と
動
態
的
資
本
形
成

資
本
現
λ

川
並
び
に
資
本
形
成
現
論
に
於
け
る
貨
幣
経
神
的
考

4
f
7
i
t
l
f
t
i
;ー
ー

リ完
I
C
噛
問
料
粧
品
υ
削
岩
僚
と
は

H

問
活
の
'
川
〈

γ一
あ
る
が
、
h
叶
平
七

1

1
』

d

ム
」
関
聯
し
て
、
本
来
の
節
約
を
静
態
的
資
本
形
成
と
な
し
、
企

業
の
自
己
金
融
の
如
き
を
動
態
的
資
本
形
成
と
す
る
見
方
が
存

す
る
故
に
、
認
で
一
一
言
此
の
黙
に
燭
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
づ
企
業
の
自
己
金
融
と
は
、
景
気
上
昇
期
等
に
於
て
本
来

の
節
約
で
は
急
激
な
る
経
済
の
費
拍
刊
に
歩
調
を
合
せ
得
た
い
時

に
、
企
業
が
木
来
の
節
約
以
上
に
投
資
を
友
し
、
漸
て
生
や
可

会
」
利
潤
の
増
大
に
よ
っ
て
此
の
過
剰
投
資
を
相
殺
ぜ
ん
と
す
る

も
の
で
る
る
。
従
っ
て
か
か
る
資
本
形
成
が
動
態
的
な
る
は
言

資
本
及
び
資
本
形
成
理
論
の
二
元
性

ふ
迄
も
友
く
、
同
時
に
貨
物
紅
術
的
た
る
閥
的
孤
に
早
川
川
山
せ
る
も

の
な
る
事
も
明
ら
か
で
あ
る
引
然
る
に
.
本
来
の
節
約
に
つ
い
て

見
る
に
、
此
れ
は
一
見
静
態
的
の
も
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
簡
約
の
意
志
と
投
資
と
の
こ
ワ
の
耐
を
有
し
て

ゐ
る
。
而
も
節
約
の
意
志
は
危
険
を
掛
け
安
全
を
日
と
す
る
貼

に
於
て
明
ら
か
に
静
態
的
在
る
意
士
山
で
は
あ
る
が
、
投
資
の
面

に
於
て
は
此
の
静
態
的
意
士
山
の
賓
現
せ
ら
れ
る
保
設
が
な
い
叫

而
も
比
較
的
静
態
に
近
き
景
気
安
定
期
に
於
て
も
、

企
業
は
共

の
粧
品
の
矯
め
に
又
は
仏
日
開
化
の
民
め
に
そ
の
利
潤
を
使
川
ず

る
も
の
で
あ
る
。
放
に
現
貨
の
経
桝
に
於
て
静
態
的
な
る
資
本

形
成
と
動
態
的
左
る
資
本
形
成
と
が
或
程
度
迄
匝
別
し
得
ら
れ

る
の
は
、

会
〈
貨
物
経
済
的
な
る
装
礎
に
基
〈
揚
合
に
の
み

限
ら
れ
、
制
拙
を
貨
幣
的
投
資
の
側
に
置
け
ば
幅
削
か
る
阪
別
は

全
然
友
し
得
た
い
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
斯
く
の
如
き
も

亦
、
資
本
形
成
の
別
論
が
貨
幣
絞
情
的
左
る
商
に
観
結
を
置
く

か
質
物
経
済
的
な
る
岡
に
凱
拡
を
泣
く
か
に
よ
り
て
錯
綜
を
生

や
る
一
例
と
見
得
る
の
で
る
る
。
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ド
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
・
村
落
と
同
合
共
同
機

五

結

び

以
上
を
以
て
私
は
、
現
時
の
市
揚
絞
消
が
一
方
K
貨
幣
粧
抑

的
な
る
耐
を
持
ち
他
方
に
貨
物
経
情
的
な
る
耐
を
持
っ
て
ゐ
る

事
自
聞
が
、
資
本
州
論
及
び
資
本
形
成
政
北
一
酬
に
於
て
解
き
難
き

困
難
を
批
制
す
る
所
以
・
取
る
事
及
び
現
在
収
於
て
は
此
の
附
聞

の
翻
然
が
如
何
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
か
を
、

1
4
2
2
F
B
l
1
 

H
非
挟
之
間
り
悩

山
早
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
現
今
、
貨
幣
四
一
論
景
気
制
論
等
に
於

て
自
然
経
内
に
於
り
る
過
程
と
貨
幣
紅
怖
に
於
り
る
過
程
と
の

比
較
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
此
等
雨
粧
怖
於
け
る
川
叫
論
が
種
々
友

る
方
法
ぜ
訓
和
す
可
く
努
力
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
而

も
向
白
然
経
消
に
於
て
の
み
考
へ
ら
る
可
き
様
式
を
そ
の
ま
ま

貨
幣
経
済
へ
際
問
せ
ん
と
し
、
又
は
貨
幣
終
済
に
於
て
の
み
生

起
す
可
き
事
仙
献
を
自
然
経
桝
に
つ
い
て
考
察
す
る
等
無
数
の
誤

謬
を
犯
せ
る
川
町
論
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
。
'
凶
ち
貨
幣
金
融
迎

論
等
に
於
て
資
本
形
成
問
題
に
闘
し
て
未
だ
に
論
争
の
翠
き
な

い
の
は
、
此
の
刑
者
の
閥
係
に
つ
い
て
の
前
提
的
研
究
を
未
だ

充
分
に
殺
し
て
居
友
い
が
矯
め
で
は
危
い
か
。
此
れ
が
此
の
小

交
を
記
し
た
一
つ
の
川
内
で
あ
る
。
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